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受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。

さて、「ブラジル株式オープン」は、この
たび、第 6 期の決算を行ないました。

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

<3111>

ブラジル株式オープン

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式
信 託 期 間 無期限
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主 要 投 資
対 象

ベビーファンド ダイワ・ブラジル株式マザー
ファンドの受益証券

ダ イ ワ ・
ブラジル株式
マザーファンド

ブラジルの金融商品取引所上場
株式および店頭登録株式（上場
予定および店頭登録予定を含み
ます。）ならびにブラジルの企
業のＤＲ（預託証券）

マザーファンド
の運用方法

①主としてブラジルの株式（※）に投資し、中
長期的にベンチマーク（ボベスパ指数（円換
算））を上回る投資成果をめざして運用を行な
います。
②経済情勢や業界動向等の分析を行なうととも
に、個別企業のファンダメンタルズ、成長性、
株価バリュエーション等を総合的に勘案して
ポートフォリオを構築します。
③外貨建資産の運用にあたっては、ダイワ・ア
セット・マネジメント（アメリカ）リミテッド
に運用の指図にかかる権限を委託します。ダイ
ワ・アセット・マネジメント（アメリカ）リミ
テッドは、当該外貨建資産の運用について、サ
ンタンデール アセット マネジメント（ブラジ
ル）の助言を受けます。
④株式の組入比率は、通常の状態で信託財産の
純資産総額の₈₀％程度以上に維持することを基
本とします。
⑤為替変動リスクを回避するための為替ヘッジ
は原則として行ないません。
（※）株式…ＤＲ（預託証券）を含みます。

組 入 制 限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率 無制限

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買
益（評価益を含みます。）等とし、原則として、
基準価額の水準等を勘案して分配金額を決定し
ます。ただし、分配対象額が少額の場合には、
分配を行なわないことがあります。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。
ファミリーファンド方式とは、受益者からの資金をまとめてベ
ビーファンド（当ファンド）とし、その資金を主としてマザー
ファンドの受益証券に投資して、実質的な運用をマザーファンド
で行なう仕組みです。



ブラジル株式オープン

■最近 ₅ 期の運用実績

決　　算　　期
基　　準　　価　　額 ボ ベ ス パ 指 数

（配当込み、円換算） 株　　式
組入比率

株　　式
先物比率

純資産
総　額

（分配落） 税込み
分配金

期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

₂ 期末（2010年12月20日） ₁₈, ₄₉₆ ₅₀ △ ₁. ₇ ₂₀, ₉₉₅ △ ₁. ₉ ₉₅. ₂ ― ₃, ₂₃₇
₃ 期末（2011年12月20日） ₁₂, ₄₃₁ ₀ △ ₃₂. ₈ ₁₄, ₅₅₀ △ ₃₀. ₇ ₉₆. ₈ ― ₂, ₁₅₂
₄ 期末（2012年12月20日） ₁₃, ₂₆₂ ₀ ₆. ₇ ₁₅, ₆₃₈ ₇. ₅ ₉₅. ₉ ― ₂, ₃₀₂
₅ 期末（2013年12月20日） ₁₂, ₄₉₀ ₀ △ ₅. ₈ ₁₄, ₄₀₂ △ ₇. ₉ ₉₆. ₉ ― ₁, ₇₀₇
₆ 期末（2014年12月22日） ₁₁, ₉₀₇ ₀ △ ₄. ₇ ₁₄, ₀₃₉ △ ₂. ₅ ₉₇. ₄ ― ₁, ₂₆₉

（注 ₁ ） 基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ₂ ） ボベスパ指数（配当込み、円換算）は、ボベスパ指数（ブラジル・レアル建て）を円換算し、当ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信託

が計算したものです。
（注 ₃ ）海外の株価指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 ₄ ） 株式および株式先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 ₅ ）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

■当期中の基準価額と市況の推移
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ブラジル株式オープン

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₁₂, ₄₉₀円　期末：₁₁, ₉₀₇円　騰落率：△₄. ₇%
【基準価額の主な変動要因】

ブラジル株式に投資した結果、基準価額は値下がりしました。為替はブラジル・レアルが円に対して上昇したためプラス
要因となりましたが、ブラジル株式の下落による株式のマイナス要因の方が大きくなりました。

◆投資環境について
○ブラジル株式市況

期首から₂₀₁₄年 ₃ 月初めにかけてのブラジル株式市況は、大きく調整しました。海外株式市場は総じて堅調であったも
のの、インフレの高止まりやブラジル中央銀行による断続的な利上げ、設備投資の低迷などを背景に、ブラジル株式市場
は軟調な展開となりました。その後 ₈ 月末にかけては、大統領選挙の世論調査においてルセフ大統領の支持率低下、野党
候補の支持率上昇が続いたため、₁₀月の大統領選挙における政権交代期待が高まり、上昇が続きました。しかし、 ₉ 月以
降にルセフ大統領が支持率を回復し、₁₀月の選挙で再選を果たしたため、₁₀月にかけては下落しました。その後、低迷す

年　　月　　日
基　　準　　価　　額 ボベスパ指数

（配当込み、円換算） 株　　式
組入比率

株　　式
先物比率

騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率
円 ％ ％ ％ ％

（期首）₂₀₁₃年₁₂月₂₀日 ₁₂, ₄₉₀ ― ₁₄, ₄₀₂ ― ₉₆. ₉ ―
₁₂月末 ₁₂, ₆₄₅ ₁. ₂ ₁₄, ₅₅₄ ₁. ₁ ₉₇. ₀ ―

₂₀₁₄年 ₁ 月末 ₁₀, ₉₃₆ △ ₁₂. ₄ ₁₂, ₆₉₈ △ ₁₁. ₈ ₉₆. ₉ ―
₂ 月末 ₁₁, ₃₁₅ △ ₉. ₄ ₁₃, ₁₇₄ △ ₈. ₅ ₉₇. ₁ ―
₃ 月末 ₁₂, ₁₈₆ △ ₂. ₄ ₁₄, ₂₆₁ △ ₁. ₀ ₉₇. ₆ ―
₄ 月末 ₁₂, ₈₂₀ ₂. ₆ ₁₄, ₉₇₅ ₄. ₀ ₉₇. ₅ ―
₅ 月末 ₁₂, ₇₁₂ ₁. ₈ ₁₅, ₀₂₁ ₄. ₃ ₉₇. ₇ ―
₆ 月末 ₁₃, ₀₉₀ ₄. ₈ ₁₅, ₄₆₉ ₇. ₄ ₉₇. ₂ ―
₇ 月末 ₁₃, ₇₄₁ ₁₀. ₀ ₁₆, ₃₉₄ ₁₃. ₈ ₉₇. ₁ ―
₈ 月末 ₁₄, ₇₃₁ ₁₇. ₉ ₁₇, ₅₇₉ ₂₂. ₁ ₉₆. ₇ ―
₉ 月末 ₁₂, ₉₁₀ ₃. ₄ ₁₅, ₃₈₇ ₆. ₈ ₉₆. ₆ ―
₁₀月末 ₁₂, ₆₆₉ ₁. ₄ ₁₄, ₉₉₀ ₄. ₁ ₉₆. ₉ ―
₁₁月末 ₁₃, ₈₉₉ ₁₁. ₃ ₁₆, ₀₉₀ ₁₁. ₇ ₉₇. ₈ ―

（期末）₂₀₁₄年₁₂月₂₂日 ₁₁, ₉₀₇ △ ₄. ₇ ₁₄, ₀₃₉ △ ₂. ₅ ₉₇. ₄ ―
（注）騰落率は期首比。
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ブラジル株式オープン

る経済の立て直しを図るためにルセフ大統領が市場から信頼されているレビ氏を次期財務相に指名したことで、ルセフ政
権 ₂ 期目の経済政策運営への楽観的な見方が広まり、₁₁月末にかけて上昇しました。しかし、供給過剰懸念から原油価格
が急落する中で他の産油国と同様にブラジル株式への売り圧力が強まり、₁₂月は軟調な展開となりました。

○為替相場
ブラジル・レアル円相場は期首₄₄円台で始まりました。₂₀₁₄年 ₂ 月上旬にかけては、ブラジルが電力不足に陥る可能性

が懸念されたためレアル安が進行し、一時は₄₁円台まで下落しました。 ₄ 月にかけては、₁₀月の大統領選挙における政権
交代への期待から株式市場が上昇する中、レアルも大幅に反発しました。また、₂₀₁₃年 ₄ 月から続いた利上げによりブラ
ジル国債の金利が上昇し債券投資家の資金を呼び込んだことも、レアル高の要因となりました。 ₈ 月にかけてはレンジ内
の動きが続きましたが、その後は、ルセフ大統領の支持率が徐々に回復して大統領選挙で再選を果たす中で、₁₀月にかけ
てレアル安が進行し、一時は₄₂円台まで下落しました。10月末には、日銀が予想外の追加緩和を発表したことで円が他国
通貨に対して大きく下落したため、レアル円相場も大幅な円安レアル高となり、₁₁月後半には₄₇円台まで上昇しました。
しかし、₁₂月は原油価格の下落を背景にレアルは反落し、₄₄円台で期末を迎えました。

◆前期における「今後の運用方針」

・株式組入比率
基本的に、「ダイワ・ブラジル株式マザーファンド」を高位に組入れつつ、適宜ボベスパ指数先物取引を利用するこ

とにより、株式実質組入比率を高位とする方針です。
・ポートフォリオ

経済情勢や業界動向等の分析と個別企業のファンダメンタルズ、成長性、株価バリュエーション等の分析の組合わせ
により、ポートフォリオを構築します。なお、マザーファンドの外貨建資産の運用にあたっては、ダイワ・アセット・
マネジメント（アメリカ）リミテッドに運用の指図にかかる権限を委託します。なお、ダイワ・アセット・マネジメン
ト（アメリカ）リミテッドは、当該外貨建資産の運用について、サンタンデール　アセット　マネジメント（ブラジ
ル）の助言を受けます。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

「ダイワ・ブラジル株式マザーファンド」の受益証券を通じ、株式組入比率をおおむね₉₅％程度以上としました。
○ダイワ・ブラジル株式マザーファンド

株式組入比率を₉₆～₉₈％程度とし、成長性や株価バリュエーション等の分析に基づき、ポートフォリオを構築しまし
た。ブラジル景気の短期的な見通しが悪化する中でも安定した成長が期待された BB SEGURIDADE（金融）や GRUPO 
PAO DE ACUCAR（生活必需品）の組入比率を引上げた一方で、ブラジル国内の鉄鋼需要低迷により業績悪化が見込ま
れた GERDAU（素材）や USIMINAS（素材）の組入比率を引下げました。足元のポートフォリオは、業種では、金融、
生活必需品、エネルギーの ₃ セクターを高位の組入れとしました。個別銘柄では、利ざやの拡大や営業費用の抑制により
業績が拡大している一方で、バリュエーションが魅力的な水準にとどまっている BANCO BRADESCO（金融）や ITAU 
UNIBANCO（金融）、新しい経営陣による戦略転換により業績が改善している BRASIL FOODS（生活必需品）を高位の
組入れとしました。
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ブラジル株式オープン

◆ベンチマークとの差異について
参考指数（ボベスパ指数（配当込み、円換算））の騰落率は₂. ₅％の下落となりました。一方、当ファンドの基準価額の

騰落率は₄. ₇％の下落となりました。ブラジル株式市場が下落したため、ファンドの保有現金部分がプラスに働きました。
また金融セクターのオーバーウエートや素材セクターのアンダーウエートにより、業種構成はプラスに寄与しました。
USIMINAS（素材）や COSAN（エネルギー）のオーバーウエートにより、銘柄構成はマイナス要因となりました。

以下のグラフは当ファンドの基準価額とベンチマークとの騰落率の対比です。

◆分配金について
当期は、基準価額の水準等を勘案して、収益分配を見送らせていただきました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
当 期

₂₀₁₃年₁₂月₂₁日
～₂₀₁₄年₁₂月₂₂日

当 期 分 配 金 （ 税 込 み ） （円） ―
対 基 準 価 額 比 率 （％） ―
当 期 の 収 益 （円） ―
当 期 の 収 益 以 外 （円） ―

翌 期 繰 越 分 配 対 象 額 （円） ₅, ₄₁₁
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 ₂ ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 ₃ ） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（％）
0. 0
-0. 5
-1. 0
-1. 5
-2. 0
-2. 5
-3. 0
-3. 5
-4. 0
-4. 5
-5. 0

当　期
（2013. 12. 20～2014. 12. 22）

基準価額
ボベスパ指数（配当込み、円換算）
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ブラジル株式オープン

《今後の運用方針》

○当ファンド
「ダイワ・ブラジル株式マザーファンド」の受益証券を通じ、基本的に株式組入比率は高位とする方針です。

○ダイワ・ブラジル株式マザーファンド
経済情勢や業界動向等の分析と個別企業のファンダメンタルズ、成長性、株価バリュエーション等の分析の組合わせによ

り、ポートフォリオを構築します。外貨建資産の運用にあたっては、ダイワ・アセット・マネジメント（アメリカ）リミ
テッドに運用の指図にかかる権限を委託します。なお、ダイワ・アセット・マネジメント（アメリカ）リミテッドは、当該
外貨建資産の運用について、サンタンデール　アセット　マネジメント（ブラジル）の助言を受けます。

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₃. ₁₂. ₂₁～₂₀₁₄. ₁₂. ₂₂）
金　額 比　率

信託報酬  ₂₃₀円 ₁. ₈₁₀％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額（月末値の平均値）は₁₂, ₆₇₉円です。

（投信会社）  （₁₀₉）  （₀. ₈₆₂） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₁₀₉）  （₀. ₈₆₂） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₁₁）  （₀. ₀₈₆） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ₄₄   ₀. ₃₄₈  売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株式）  （₄₄）  （₀. ₃₄₈） 

有価証券取引税  ₂   ₀. ₀₁₈  有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（株式）  （₂）  （₀. ₀₁₈） 
その他費用  ₂₃   ₀. ₁₈₁   その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用）  （₁₂）  （₀. ₀₉₂） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・資産の移転等に要する費用
（監査費用）  （₁）  （₀. ₀₀₅） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（その他）  （₁₁）  （₀. ₀₈₄） 信託事務の処理等に関するその他の費用
合　　　　計  ₂₉₉   ₂. ₃₅₇  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して₁₀₀を乗じたものです。

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（₂₀₁₃年₁₂月₂₁日から₂₀₁₄年₁₂月₂₂日まで）

項 目 当 期
ダイワ・ブラジル株式マザーファンド

（ａ）期 中 の 株 式 売 買 金 額 ₁₂, ₄₂₇, ₀₄₇千円 

（ｂ）期中の平均組入株式時価総額 ₆, ₈₇₀, ₃₁₇千円 

（ｃ）売 買 高 比 率 （ａ）／（ｂ） ₁. ₈₀ 
（注 ₁ ）（b）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（₂₀₁₃年₁₂月₂₁日から₂₀₁₄年₁₂月₂₂日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
ダ イ ワ ・
ブ ラ ジ ル 株 式
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

₂₆₀, ₆₇₃ ₁₄₅, ₀₀₀ ₉₅₄, ₄₀₅ ₅₇₄, ₀₀₀ 

（注）単位未満は切捨て。
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ブラジル株式オープン

■利害関係人との取引状況

当期中における利害関係人との取引はありません。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種 類 期　　首 当 期 末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダ イ ワ・ブ ラ ジ ル 株 式
マ ザ ー フ ァ ン ド ₂, ₉₈₇, ₁₆₈  ₂, ₂₉₃, ₄₃₆ ₁, ₂₆₈, ₂₇₀ 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
₂₀₁₄年₁₂月₂₂日現在

項 目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ・ブラジル株式マザーファンド ₁, ₂₆₈, ₂₇₀  ₉₈. ₄ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₂₀, ₁₂₅  ₁. ₆ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₁, ₂₈₈, ₃₉₅  ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、₁₂月₂₂日における邦貨換算レートは、 ₁ アメリカ・ドル＝
₁₁₉. ₅₀円、 ₁ ブラジル・レアル＝₄₄. ₉₀円です。

（注 ₃ ） ダイワ・ブラジル株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純
資産（₅, ₇₅₃, ₃₀₆千円）の投資信託財産総額（₅, ₈₀₀, ₅₁₁千円）に対する比
率は、₉₉. ₂% です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₄年₁₂月₂₂日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 1， 2₈₈， 39₅， 9₈₅円

コ ー ル   ・ ロ ー ン 等 ₂₀, ₁₂₅, ₅₃₀  
ダ イ ワ  ・ ブ ラ ジ ル 株 式
マ ザ ー フ ァ ン ド（評価額） ₁, ₂₆₈, ₂₇₀, ₄₅₅  

（Ｂ）負 債 1₈， 610， 112  
未 払 解 約 金 ₄, ₇₈₈, ₅₃₉  
未 払 信 託 報 酬 ₁₃, ₇₈₀, ₆₄₄  
そ の 他 未 払 費 用 ₄₀, ₉₂₉  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 1， 269， ₇₈₅， ₈₇3  
元 本 ₁, ₀₆₆, ₄₅₈, ₁₂₁  
次 期 繰 越 損 益 金 ₂₀₃, ₃₂₇, ₇₅₂  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 1， 066， 4₅₈， 121口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 11， 90₇円

＊ 期首における元本額は₁, ₃₆₇, ₂₆₄, ₇₈₅円、当期中における追加設定元本額は
₂₁₈, ₄₁₆, ₀₆₁円、同解約元本額は₅₁₉, ₂₂₂, ₇₂₅円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₁₁, ₉₀₇円です。

■損益の状況
当期　自₂₀₁₃年₁₂月₂₁日　至₂₀₁₄年₁₂月₂₂日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 ₈， 19₅円

受 取 利 息 ₈, ₁₉₅
（Ｂ）有価証券売買損益 △ 32， ₅1₇， 021

売 買 益 ₄₄, ₈₈₉, ₅₇₉
売 買 損 △ ₇₇, ₄₀₆, ₆₀₀

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ 2₈， 449， 941
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △ 60， 9₅₈， ₇6₇
（Ｅ）前期繰越損益金 △ 310， 342， 1₇₅
（Ｆ）追加信託差損益金 ₅₇4， 62₈， 694

（配 当 等 相 当 額）（ ₁₀₄, ₁₃₃, ₉₄₁）
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₄₇₀, ₄₉₄, ₇₅₃）

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 203， 32₇， ₇₅2
次期繰越損益金（Ｇ） 203， 32₇， ₇₅2
追 加 信 託 差 損 益 金 ₅₇₄, ₆₂₈, ₆₉₄

（配 当 等 相 当 額）（ ₁₀₄, ₁₃₃, ₉₄₁）
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₄₇₀, ₄₉₄, ₇₅₃）
分 配 準 備 積 立 金 ₉₁, ₅₃₉, ₄₆₈
繰 越 損 益 金 △ ₄₆₂, ₈₄₀, ₄₁₀

（注 ₁ ） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 ₃ ） 収益分配金の計算過程は ₇ ページの「収益分配金の計算過程（総額）」の
表を参照。

（注 ₄ ） 投資信託財産（親投資信託）の運用の指図に係る権限の全部または一部を
委託するために要する費用：₈, ₇₈₈, ₇₂₇円（未監査）
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ブラジル株式オープン

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₂₈, ₁₂₂, ₀₃₆円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₄₈₅, ₅₄₇, ₈₉₁
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₆₃, ₄₁₇, ₄₃₂
（ｅ）当 期 分 配 対 象 額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₅₇₇, ₀₈₇, ₃₅₉
（ｆ）分 配 金  ₀
（ｇ）翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（ｅ－ｆ） ₅₇₇, ₀₈₇, ₃₅₉
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₁, ₀₆₆, ₄₅₈, ₁₂₁口

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類になりま
したが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更されたことに
伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽

微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）

には適用されなくなりました。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。

復興特別所得税ならびに証券税制の軽減税率の廃止に関するお知らせ
・₂₀₁₃年 ₁ 月 ₁ 日から普通分配金ならびに解約時または償還時の差益に対し、所得税に₂. ₁％の率を乗じた復興特別所得税が課されて

います。また、証券税制の軽減税率は₂₀₁₃年₁₂月₃₁日をもって廃止されています。そのため₂₀₁₃年 ₁ 月 ₁ 日から₂₀₁₃年₁₂月₃₁日ま
では₁₀. ₁₄₇％（所得税 ₇ ％、復興特別所得税₀. ₁₄₇％および地方税 ₃ ％）、₂₀₁₄年 ₁ 月 ₁ 日以降は₂₀. ₃₁₅％（所得税₁₅％、復興特別
所得税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率が適用されます。

・復興特別所得税に係る記載がされた目論見書の再交付をご希望される受益者の方につきましては、その旨を販売会社までお申し出
ください。
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ダイワ・ブラジル株式マザーファンド

運用報告書　第14期　（決算日　2014年12月22日）

（計算期間　₂₀₁₄年 ₆ 月₂₁日～₂₀₁₄年₁₂月₂₂日）

　ダイワ・ブラジル株式マザーファンドの第₁₄期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象 ブラジルの金融商品取引所上場株式および店頭登録株式（上場予定および店頭登録予定を含み
ます。）ならびにブラジルの企業のＤＲ（預託証券）

運 用 方 法

①主としてブラジルの株式（※）に投資し、中長期的にベンチマーク（ボベスパ指数（円換
算））を上回る投資成果をめざして運用を行ないます。
②経済情勢や業界動向等の分析を行なうとともに、個別企業のファンダメンタルズ、成長性、
株価バリュエーション等を総合的に勘案してポートフォリオを構築します。
③外貨建資産の運用にあたっては、ダイワ・アセット・マネジメント（アメリカ）リミテッド
に運用の指図にかかる権限を委託します。ダイワ・アセット・マネジメント（アメリカ）リミ
テッドは、当該外貨建資産の運用について、サンタンデール アセット マネジメント（ブラジ
ル）の助言を受けます。
④株式の組入比率は、通常の状態で信託財産の純資産総額の80％程度以上に維持することを基
本とします。
⑤為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。
（※）株式…ＤＲ（預託証券）を含みます。

株式組入制限 無制限

東京都千代田区丸の内一丁目 9 番 1 号
h t t p : / / w w w . d a i w a－a m . c o . j p /
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ダイワ・ブラジル株式マザーファンド

■当期中の基準価額と市況の推移

年　　月　　日
基 準 価 額 ボベスパ指数

（配当込み、円換算）
株　式
組　入
比　率

株　式
先　物
比　率騰落率 （ベンチマーク） 騰落率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）₂₀₁₄年 ₆ 月₂₀日 ₆, ₁₂₂ ― ₇, ₀₃₂ ― ₉₇. ₃ ―

₆ 月末 ₆, ₀₂₁ △ ₁. ₆ ₆, ₈₂₄ △ ₃. ₀ ₉₇. ₅ ―
₇ 月末 ₆, ₃₃₁ ₃. ₄ ₇, ₂₃₂ ₂. ₈ ₉₇. ₇ ―
₈ 月末 ₆, ₈₀₀ ₁₁. ₁ ₇, ₇₅₄ ₁₀. ₃ ₉₇. ₁ ―
₉ 月末 ₅, ₉₆₆ △ ₂. ₅ ₆, ₇₈₇ △ ₃. ₅ ₉₆. ₈ ―
₁₀月末 ₅, ₈₆₆ △ ₄. ₂ ₆, ₆₁₂ △ ₆. ₀ ₉₇. ₁ ―
₁₁月末 ₆, ₄₄₅ ₅. ₃ ₇, ₀₉₇ ₀. ₉ ₉₇. ₉ ―

（期末）₂₀₁₄年₁₂月₂₂日 ₅, ₅₃₀ △ ₉. ₇ ₆, ₁₉₃ △ ₁₁. ₉ ₉₇. ₆ ―
（注 ₁ ）騰落率は期首比。
（注 ₂ ） ボベスパ指数（配当込み、円換算）は、ボベスパ指数（ブラジル・レアル建

て）を円換算し、当ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信託が計算した
ものです。

（注 ₃ ） 海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用し
ています。

（注 ₄ ）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₆, ₁₂₂円　期末：₅, ₅₃₀円　騰落率：△₉. ₇％
【基準価額の主な変動要因】

ブラジル株式に投資した結果、基準価額は大幅に値下がりしまし
た。ブラジル株式が下落したためマイナス要因となり、為替もブラジ
ル・レアルが円に対して下落したためマイナス要因となりました。

◆投資環境について
○ブラジル株式市況

期首から₂₀₁₄年 ₈ 月末にかけてのブラジル株式市況は、大統領選
挙の世論調査においてルセフ大統領の支持率低下、野党候補の支持
率上昇が続いたため、₁₀月の大統領選挙における政権交代期待が高
まり、上昇が続きました。しかし、 ₉ 月以降にルセフ大統領が支持
率を回復し、₁₀月の選挙で再選を果たしたため、₁₀月にかけては下
落しました。その後、低迷する経済の立て直しを図るためにルセフ
大統領が市場から信頼されているレビ氏を次期財務相に指名したこ
とで、ルセフ政権 ₂ 期目の経済政策運営への楽観的な見方が広ま
り、₁₁月末にかけて上昇しました。しかし、供給過剰懸念から原油
価格が急落する中で他の産油国と同様にブラジル株式への売り圧力
が強まり、₁₂月は軟調な展開となりました。

○為替相場
ブラジル・レアル円相場は期首₄₅円台で始まりました。ＦＲＢ

（米国連邦準備制度理事会）が量的緩和政策の縮小を進めたことで
新興国通貨全般への売り圧力が強かった一方で、政権交代期待を背
景にした投資家のレアル買いも強く、₂₀₁₄年 ₈ 月にかけてレアルは
レンジ内の動きとなりました。その後、ルセフ大統領が劣勢を挽回
して再選を果たす中で₁₀月にかけてレアル安が進行し、一時は₄₂円
台まで下落しました。10月末には、日銀が予想外の追加緩和を発表
したことで円が他国通貨に対して大きく下落したため、レアル円相
場も大幅な円安レアル高となり、₁₁月後半には₄₇円台まで上昇しま
した。しかし、₁₂月は原油価格の下落を背景にレアルは反落し、₄₄
円台で期末を迎えました。

◆前期における「今後の運用方針」
・株式組入比率

基本的に株式組入比率は高位とする方針です。
・ポートフォリオ

経済情勢や業界動向等の分析と個別企業のファンダメンタル
ズ、成長性、株価バリュエーション等の分析の組合わせにより、
ポートフォリオを構築します。外貨建資産の運用にあたっては、
ダイワ・アセット・マネジメント（アメリカ）リミテッドに運用
の指図にかかる権限を委託します。なお、ダイワ・アセット・マ
ネジメント（アメリカ）リミテッドは、当該外貨建資産の運用に
ついて、サンタンデール　アセット　マネジメント（ブラジル）
の助言を受けます。

◆ポートフォリオについて
株式組入比率を₉₆～₉₈％程度とし、成長性や株価バリュエーション

等の分析に基づき、ポートフォリオを構築しました。ブラジル景気の
短期的な見通しが悪化する中でも安定した成長が期待された JBS（生
活必需品）や GRUPO PAO DE ACUCAR（生活必需品）の組入比率
を引上げた一方で、株価上昇により割安感が後退した EMBRAER（資
本財・サービス）や FIBRIA CELULOSE（素材）の組入比率を引下
げました。足元のポートフォリオは、業種では、金融、生活必需品、
エネルギーの ₃ セクターを高位の組入れとしました。個別銘柄では、
利ざやの拡大や営業費用の抑制により業績が拡大している一方で、バ
リ ュ エ ー シ ョ ン が 魅 力 的 な 水 準 に と ど ま っ て い る BANCO 

7, 500

7, 000

6, 500

6, 000

5, 500

5, 000

4, 500

（円）

期　首
（2014. 6. 20）

期　末
（2014. 12. 22）

基準価額
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ダイワ・ブラジル株式マザーファンド

■売買および取引の状況
株　　　式

（₂₀₁₄年 ₆ 月₂₁日から₂₀₁₄年₁₂月₂₂日まで）
買　　　　付 売　　　　付

株　　数 金　　額 株　　数 金　　額

外
　
　
国

百株 千アメリカ・ドル 百株 千アメリカ・ドル

アメリカ ₆, ₇₈₇ ₁₁, ₁₂₉ ₁₀, ₅₈₀. ₇₇ ₁₃, ₉₆₄ 
（ ―） （ ―） 

百株 千ブラジル・レアル 百株 千ブラジル・レアル

ブラジル ₁₇, ₅₇₉ ₂₃, ₃₁₂ ₁₇, ₃₃₅ ₃₃, ₈₆₄ 
（ ₁₇₀） （ ―） 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ） （　）内は株式分割、合併等による増減分で、上段の数字には含まれており

ません。
（注 ₃ ）金額の単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
株　　　　　式

（₂₀₁₄年 ₆ 月₂₁日から₂₀₁₄年₁₂月₂₂日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
BANCO BRADESCO PREF-ADR（ブラジル）  ₁₆₀. ₅ ₂₆₄, ₅₈₂ ₁, ₆₄₈  ITAU UNIBANCO PREF-ADR（ブラジル）  ₁₇₇ ₂₆₉, ₅₀₈ ₁, ₅₂₂ 
GRUPO PAO DE ACUCAR PF A-ADR（ブラジル）  ₄₈. ₂ ₂₃₄, ₁₃₀ ₄, ₈₅₇  EMBRAER SA-ADR（ブラジル）  ₅₉. ₅ ₂₃₂, ₆₇₄ ₃, ₉₁₀ 
PETROBRAS PREF-SPON ADR（ブラジル）  ₁₀₁ ₁₅₆, ₄₆₈ ₁, ₅₄₉  AMBEV SA-ADR（ブラジル）  ₂₆₆ ₂₀₆, ₅₅₄ ₇₇₆ 
PETROBRAS SA-ADR（ブラジル）  ₇₀ ₁₅₆, ₃₈₀ ₂, ₂₃₄  PETROBRAS PREF-SPON ADR（ブラジル）  ₁₂₅ ₂₀₅, ₆₇₆ ₁, ₆₄₅ 
ESTACIO（ブラジル）  ₁₀₂ ₁₃₇, ₃₈₆ ₁, ₃₄₆  FIBRIA CELULOSE SA-SPON ADR（ブラジル）  ₁₁₆ ₁₅₅, ₃₀₅ ₁, ₃₃₈ 
JBS SA（ブラジル）  ₃₁₆ ₁₃₄, ₉₃₃ ₄₂₇  CIELO SA（ブラジル）  ₈₂. ₂ ₁₅₂, ₅₁₆ ₁, ₈₅₅ 
VALE SA PREF A-ADR（ブラジル）  ₁₁₆ ₁₂₂, ₅₈₄ ₁, ₀₅₆  COSAN（ブラジル）  ₈₉ ₁₅₂, ₂₁₉ ₁, ₇₁₀ 
EMBRAER SA-ADR（ブラジル）  ₂₆. ₅ ₁₁₁, ₂₂₈ ₄, ₁₉₇  BRASIL FOODS SA-ADR（ブラジル）  ₄₅ ₁₂₇, ₅₈₁ ₂, ₈₃₅ 
ITAU UNIBANCO PREF-ADR（ブラジル）  ₆₄ ₁₀₈, ₅₃₇ ₁, ₆₉₅  BB SEGURIDADE PARTICIPACOES（ブラジル）  ₇₁ ₁₁₀, ₉₃₄ ₁, ₅₆₂ 
CPFL ENERGIA SA（ブラジル）  ₁₀₄ ₉₃, ₄₁₈ ₈₉₈  BANCO DO BRASIL SA（ブラジル）  ₉₀ ₁₀₅, ₃₅₉ ₁, ₁₇₀ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）金額の単位未満は切捨て。

BRADESCO（金融）や ITAU UNIBANCO（金融）、新しい経営陣に
よる戦略転換により業績が改善している BRASIL FOODS（生活必需
品）を高位の組入れとしました。

◆ベンチマークとの差異について
ベンチマーク（ボベスパ指数（配当込み、円換算））の騰落率は

₁₁. ₉％の下落となりました。一方、当ファンドの騰落率は₉. ₇％の下
落となりました。ブラジル株式市場が下落したため、ファンドの保有
現金部分がプラスに働きました。また金融セクターのオーバーウエー
トや電気通信サービスセクターのアンダーウエートにより、業種構成
はプラスに寄与し、FIBRIA CELULOSE（素材）や EQUATORIAL 
ENERGIA（公益事業）のオーバーウエートにより、銘柄構成もプラ
スに寄与しました。

《今後の運用方針》
　経済情勢や業界動向等の分析と個別企業のファンダメンタルズ、成長
性、株価バリュエーション等の分析の組合わせにより、ポートフォリオ
を構築します。外貨建資産の運用にあたっては、ダイワ・アセット・マ
ネジメント（アメリカ）リミテッドに運用の指図にかかる権限を委託し
ます。なお、ダイワ・アセット・マネジメント（アメリカ）リミテッド
は、当該外貨建資産の運用について、サンタンデール　アセット　マネ
ジメント（ブラジル）の助言を受けます。

■ 1 万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 8円
（株式） （ 8） 

有価証券取引税 1  
（株式） （ 1） 

その他費用 5  
（保管費用） （ 3） 
（その他） （ 2） 

合 計 14  
（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって

受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。費用の項
目および算出法については前掲の「 ₁ 万口当りの費用の明細」の項目の概
要をご参照ください。 

（注 ₂ ）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
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ダイワ・ブラジル株式マザーファンド

■組入資産明細表
外 国 株 式

銘　　　　　　　　　　　柄
期　　首 当 期 末

業 種 等株　　数 株　　数 評 価 額
外貨建金額 邦貨換算金額

百株 百株 千アメリカ・ドル 千円 
（アメリカ）
ITAU UNIBANCO PREF-ADR ₅, ₆₆₄. ₉₅ ₄, ₅₃₄. ₉₅ ₅, ₈₁₃ ₆₉₄, ₇₄₉ 金融
GERDAU SA PREF-ADR ₁, ₃₇₉ ₁, ₉₅₉ ₇₀₁ ₈₃, ₈₀₇ 素材
BRASIL FOODS SA-ADR ₁, ₆₅₈ ₁, ₂₅₈ ₂, ₉₇₅ ₃₅₅, ₅₃₂ 生活必需品
BANCO BRADESCO PREF-ADR ₃, ₂₇₄. ₄₃ ₄, ₅₂₉. ₄₃ ₅, ₉₃₈ ₇₀₉, ₆₀₀ 金融
PETROBRAS SA-ADR ₈₃₄ ₁, ₄₆₄ ₁, ₀₄₀ ₁₂₄, ₃₈₈ エネルギー
AMBEV SA-ADR ₆, ₇₁₀ ₄, ₀₅₀ ₂, ₄₃₄ ₂₉₀, ₈₆₈ 生活必需品
TELEFONICA BRASIL PF-ADR ₃₈₂. ₈ ₃₉₇. ₈ ₆₉₀ ₈₂, ₅₇₁ 電気通信サービス
PETROBRAS PREF-SPON ADR ₃, ₁₁₇ ₂, ₈₇₇ ₂, ₁₁₁ ₂₅₂, ₃₅₀ エネルギー
CEMIG SA-PREF ADR ₁, ₂₄₀. ₇₇ ― ― ― 公益事業
VALE SA PREF A-ADR ₂, ₁₁₀ ₂, ₆₁₅ ₁, ₈₅₆ ₂₂₁, ₈₆₉ 素材
EMBRAER SA-ADR ₅₉₅ ₂₆₅ ₉₆₂ ₁₁₅, ₀₄₈ 資本財・サービス
FIBRIA CELULOSE SA-SPON ADR ₁, ₇₈₀ ₆₂₀ ₇₃₀ ₈₇, ₂₇₈ 素材
ULTRAPAR PARTICPAC ADR ₇₆₃ ₇₁₃ ₁, ₃₆₁ ₁₆₂, ₆₅₃ エネルギー
GRUPO PAO DE ACUCAR PF A-ADR ₁₁₁ ₅₄₃ ₁, ₉₈₁ ₂₃₆, ₈₄₃ 生活必需品

アメリカ ・ドル通貨計 株 　 数 、 金 　 額 ₂₉, ₆₁₉. ₉₅ ₂₅, ₈₂₆. ₁₈ ₂₈, ₅₉₈ ₃, ₄₁₇, ₅₆₂ 
銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ ₁₄ 銘柄 ₁₃ 銘柄 ＜₅₉. ₀％＞ 

百株 百株 千ブラジル・レアル 千円 
（ブラジル）
USIMINAS-PREF A ₁, ₆₄₀ ― ― ― 素材
VALE SA ₇₈₉ ― ― ― 素材
ITAUSA-PREF ₄, ₉₃₁. ₉ ₄, ₃₃₁. ₉ ₄, ₁₅₄ ₁₈₆, ₅₂₇ 金融
BRADESPAR SA -PREF ₇₂₀ ₆₀₀ ₈₁₁ ₃₆, ₄₂₂ 素材
BANCO DO BRASIL SA ₁, ₂₀₂. ₆₄ ₃₀₂. ₆₄ ₇₃₆ ₃₃, ₀₈₈ 金融
COSAN ₁, ₀₆₀ ₁₇₀ ₄₇₃ ₂₁, ₂₅₇ エネルギー
OI SA-PREFERENCE ― ₄, ₅₀₀ ₄₅₀ ₂₀, ₂₀₅ 電気通信サービス
CCR ₂, ₄₇₀ ₁, ₈₅₀ ₂, ₈₆₇ ₁₂₈, ₇₅₀ 資本財・サービス
SOUZA CRUZ SA ― ₄₈₀ ₉₂₁ ₄₁, ₃₇₉ 生活必需品
CPFL ENERGIA SA ― ₉₄₀ ₁, ₇₀₀ ₇₆, ₃₅₀ 公益事業
LOJAS RENNER S. A. ₅₀₀ ₂₇₀ ₂, ₀₃₈ ₉₁, ₅₂₈ 一般消費財・サービス
LOJAS AMERICANAS SA-PREF ₁, ₇₀₉. ₀₅ ₅₀₉. ₀₅ ₈₃₀ ₃₇, ₂₇₈ 一般消費財・サービス
JBS SA ― ₂, ₁₆₀ ₂, ₆₃₉ ₁₁₈, ₅₁₄ 生活必需品
BM&FBOVESPA SA ₂, ₁₉₀ ₃, ₂₁₀ ₃, ₀₂₇ ₁₃₅, ₉₁₃ 金融
BR MALLS ₆₇₅ ₁, ₀₂₅ ₁, ₆₁₇ ₇₂, ₆₂₃ 金融
CIELO SA ₁, ₈₀₇. ₂ ₁, ₄₀₀. ₂ ₅, ₆₅₆ ₂₅₃, ₉₉₀ 情報技術
HYPERMARCAS SA ― ₇₅₀ ₁, ₂₁₀ ₅₄, ₃₅₁ 生活必需品
EZ TEC EMPREENDIMENTOS E ₈₁₀ ― ― ― 一般消費財・サービス
EQUATORIAL ENERGIA SA ₁, ₆₄₀ ₁, ₀₅₀ ₂, ₈₅₇ ₁₂₈, ₂₈₁ 公益事業
BC SANTANDER （BRASIL）-UNITS ₁, ₂₉₅ ₅₆₅ ₇₅₂ ₃₃, ₇₆₅ 金融
BR PROPERTIES SA ₁, ₈₆₀ ₉₇₀ ₉₇₉ ₄₃, ₉₈₈ 金融
ESTACIO ₈₈₀ ₁, ₇₇₅ ₄, ₄₄₂ ₁₉₉, ₄₈₂ 一般消費財・サービス
CETIP ₆₂₀ ₅₇₀ ₁, ₇₆₈ ₇₉, ₃₈₉ 金融
KLABIN SA - UNIT ₁, ₉₄₀ ₁, ₇₀₀ ₂, ₃₈₁ ₁₀₆, ₉₃₈ 素材
KROTON EDUCACIONAL SA ― ₅₀₀ ₈₀₇ ₃₆, ₂₅₆ 一般消費財・サービス
ALUPAR INVESTIMENTO SA-UNIT ― ₄₀₀ ₆₈₂ ₃₀, ₆₂₁ 公益事業
DURATEX SA ₇₅₇. ₀₂ ₅₅₇. ₀₂ ₄₅₅ ₂₀, ₄₃₃ 素材
BB SEGURIDADE PARTICIPACOES ₂, ₄₆₀ ₁, ₇₈₅ ₅, ₅₅₁ ₂₄₉, ₂₅₅ 金融

ブラジル・レアル通貨計 株 　 数、 金 　 額 ₃₁, ₉₅₆. ₈₁ ₃₂, ₃₇₀. ₈₁ ₄₉, ₈₁₂ ₂, ₂₃₆, ₅₉₇ 
銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ ₂₁ 銘柄 ₂₅ 銘柄 ＜₃₈. ₆％＞ 

フ ァ ン ド 合 計 株 　 数、 金 　 額 ₆₁, ₅₇₆. ₇₆ ₅₈, ₁₉₆. ₉₉ ― ₅, ₆₅₄, ₁₆₀ 
銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ ₃₅ 銘柄 ₃₈ 銘柄 ＜₉₇. ₆％＞ 

（注 ₁ ）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 ₂ ）＜　＞は純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₃ ）評価額の単位未満は切捨て。
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■投資信託財産の構成
₂₀₁₄年₁₂月₂₂日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
株         式 ₅, ₆₅₄, ₁₆₀ ₉₇. ₅ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₁₄₆, ₃₅₀ ₂. ₅ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₅, ₈₀₀, ₅₁₁ ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、₁₂月₂₂日における邦貨換算レートは、 ₁ アメリカ・ドル＝
₁₁₉. ₅₀円、 ₁ ブラジル・レアル＝₄₄. ₉₀円です。

（注 ₃ ） 当期末における外貨建純資産（₅, ₇₅₃, ₃₀₆千円）の投資信託財産総額
（₅, ₈₀₀, ₅₁₁千円）に対する比率は、₉₉. ₂% です。

■損益の状況
当期　自₂₀₁₄年 ₆ 月₂₁日　至₂₀₁₄年₁₂月₂₂日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 93, 406, ₇₈1円

受 取 配 当 金 ₈₄, ₈₈₀, ₈₄₈  
受 取 利 息 ₃₁, ₄₁₃  
そ の 他 収 益 金 ₈, ₄₉₄, ₅₂₀  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  6₇₇, 69₈, 33₇  
売 買 益 ₈₃₂, ₂₉₇, ₉₀₄  
売 買 損 △  ₁, ₅₀₉, ₉₉₆, ₂₄₁  

（Ｃ）そ の 他 費 用 △  ₅, 4₅₇, 094  
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △  ₅₈9, ₇4₈, 6₅0  
（Ｅ）前期繰越損益金 △  4, 622, 430, 606  
（Ｆ）解 約 差 損 益 金 ₇₇1, 0₅4, 360  
（Ｇ）追加信託差損益金 △  244, 1₇0, ₈9₇  
（Ｈ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） △  4, 6₈₅, 29₅, ₇93  

次期繰越損益金（Ｈ） △  4, 6₈₅, 29₅, ₇93  
（注 ₁ ） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
■資産、負債、元本および基準価額の状況

₂₀₁₄年₁₂月₂₂日現在
項 目 当 期 末

（Ａ）資 産 ₅, ₈00, ₅11, 012円
コ ー ル  ・ ロ ー ン 等 ₁₃₉, ₇₁₅, ₇₄₈  
株 式（評価額） ₅, ₆₅₄, ₁₆₀, ₅₇₂  
未 収 配 当 金 ₆, ₆₃₄, ₆₉₂  

（Ｂ）負 債 4, ₅00, 000  
未 払 解 約 金 ₄, ₅₀₀, ₀₀₀  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） ₅, ₇96, 011, 012  
元 本 ₁₀, ₄₈₁, ₃₀₆, ₈₀₅  
次 期 繰 越 損 益 金 △  ₄, ₆₈₅, ₂₉₅, ₇₉₃  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 10, 4₈1, 306, ₈0₅口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） ₅, ₅30円

＊ 期首における元本額は₁₁, ₉₁₈, ₆₉₀, ₂₆₈円、当期中における追加設定元本額は
₆₀₅, ₆₇₀, ₈₉₇円、同解約元本額は₂, ₀₄₃, ₀₅₄, ₃₆₀円です。

＊ 当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイ
ワ・ ブ ラ ジ ル 株 式 フ ァ ン ド₇, ₇₀₀, ₆₉₆, ₀₇₃円、 ブ ラ ジ ル 株 式 オ ー プ ン
₂, ₂₉₃, ₄₃₆, ₆₂₈円、ダイワ・エマージング＆ジャパン・ファンド₄₂₆, ₈₁₉, ₆₇₀円、
ダイワ新興 ₄ カ国株式ファンド（ダイワＳＭＡ専用）₆₀, ₃₅₄, ₄₃₄円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₅, ₅₃₀円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は₄, ₆₈₅, ₂₉₅, ₇₉₃円です。

《お知らせ》
●書面決議手続きの改正について

　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更されたことに
伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽

微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）

には適用されなくなりました。
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